
ごみゼロ新聞へのご意見・
ご要望をお寄せください。

『津山市ごみゼロ新聞編集委員会』
 津山市環境事業所 Ｔｅｌ22-8255 Ｆａｘ23-7055 
 E-mail： gomizero@city.tsuyama.okayama.jp 

ごみゼロ新聞は、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。

内　容 ：家庭でできる生ごみ減量と「ボカシ」の作り方

実施日 ：７月３０日（火）

時　間 ：１３：３０～１５：３０

場　所 ：津山市役所 東庁舎１０１会議室（津山市山北６６３）

定　員 ：３０名程度（申込の先着順）

申込期限 ：７月５日（金） ※締切後、申込者あてに改めて案内を送付します。

申込方法 ：電話又はFAXで申込み（住所・参加者名・連絡先をお伝えください）

申 込 先 ：環境事業所　TEL ２２－８２５５、FAX ２３ー７０５５（担当：保田）

持ってくるもの ：１０ℓ 程度の密閉できる蓋付容器（ボカシを持ち帰ります）

生ごみ処理機器の購入補助（平成２５年度）

生ごみ処理教室　開催

生ごみ・紙ごみリサイクル教室 　グループの年間行事の一つにいかがですか？

リサイクルアドバイザー派遣 　事業所の皆さま向け

情  報  掲  示  板

※補助の決まり（要件）があります。
※必ず、購入前に電話で申し込みをしてから、
　市が指定する販売店で購入してください。
※予算に限りがあるため、お断りをする場合
　もあります。
申し込み先　環境事業所　TEL ２２ー８２５５

問い合わせ・申し込み　　津山市環境事業所　〒７０８ー０８６３ 津山市小桁４０１ー１５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL：２２ー８２５５　FAX：２３ー７０５５

家庭でできる生ごみの堆肥化や「ボカシ」の作り方、紙ごみのリサイクルについて、市が専門
の講師を無料で派遣しています。
※おおむね20名程度の参加見込みが必要です。

紙ごみの減量やリサイクルに取り組もうとする事業所に『リサイクルアドバイザー』を無料で
派遣します。アドバイザーが店舗や事務所、工場を訪問し、事業所に合った紙ごみの分別の
仕方など、助言や指導を行います。社員研修の講師としてもご利用ください。　

補助限度
（１世帯あたり）

補助金額等

コンポスト
（容量 １３０Ｌ）

庭や畑に置き、生ごみと土を
交互に入れ堆肥にします。 ２個以内

１個
２，１５０円

ボカシ処理容器
（容量 ２０Ｌ）

軒下などに置き、生ごみにボ
カシをかけて堆肥にします。

２セット以内
（２個で１セット）

１セット
１，７００円

電気式生ごみ
処理機

乾燥方式と、微生物での分解
方式があります。 １台

購入金額の１/２
（上限３万円）

生ごみ処理機器

(左)ボカシ処理容器

　(真ん中)コンポスト

(左)ボカシ処理容器

　(真ん中)コンポスト

参加費

無 料


